
１

労
働
安
全
衛
生
法
第
四
十
一
条
第
二
項
の
ク
レ
ー
ン
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
、
デ
リ
ッ
ク
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
及
び
ゴ

ン
ド
ラ
に
係
る
登
録
性
能
検
査
機
関
の
住
所
の
変
更

氏
名
又
は
名
称

変
更
前
の
住
所

変
更
後
の
住
所

変
更
年
月
日

社
団
法
人
日
本
ク
レ
ー
ン
協
会

東
京
都
品
川
区
東
五
反
田

一
丁
目
十
三
番
十
二
号

東
京
都
江
東
区
新
木
場
一

丁
目
十
一
番
七
号

平
成
二
十
二
年
八

月
九
日

２

労
働
安
全
衛
生
法
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
の
ク
レ
ー
ン
又
は
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
過
負
荷
防
止
装
置
に
係
る
登

録
型
式
検
定
機
関
の
住
所
の
変
更

氏
名
又
は
名
称

変
更
前
の
住
所

変
更
後
の
住
所

変
更
年
月
日

社
団
法
人
日
本
ク
レ
ー
ン
協
会

東
京
都
品
川
区
東
五
反
田

一
丁
目
十
三
番
十
二
号

東
京
都
江
東
区
新
木
場
一

丁
目
十
一
番
七
号

平
成
二
十
二
年
八

月
九
日

３

労
働
安
全
衛
生
法
第
四
十
一
条
第
二
項
の
ボ
イ
ラ
ー
及
び
第
一
種
圧
力
容
器
に
係
る
登
録
性
能
検
査
機
関
の
代
表

者
の
氏
名
の
変
更

氏
名
又
は
名
称

変
更
前
の
代
表
者
の
氏
名

変
更
後
の
代
表
者
の
氏
名

変
更
年
月
日

株
式
会
社
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン

佐
藤

正
敏

櫻
田

謙
悟

平
成
二
十
二
年
七

月
一
日

４

労
働
安
全
衛
生
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
特
定
廃
熱
ボ
イ
ラ
ー
に
係
る
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
の
事
務
所
の
所

在
地
の
変
更

氏
名
又
は
名
称

事
務
所
の
名
称

変
更
前
の
事
務
所
の
所

在
地

変
更
後
の
事
務
所
の
所

在
地

変
更
年
月
日

社
団
法
人
日
本
ボ
イ

ラ
協
会

宮
崎
検
査
事
務

所

宮
崎
県
宮
崎
市
老
松
二

丁
目
一
番
十
三
号

宮
崎
県
宮
崎
市
広
島
二

丁
目
十
番
十
六
号

平
成
二
十
二
年

八
月
七
日

５

労
働
安
全
衛
生
法
第
四
十
一
条
第
二
項
の
ボ
イ
ラ
ー
及
び
第
一
種
圧
力
容
器
に
係
る
登
録
性
能
検
査
機
関
の
事
務

所
の
所
在
地
の
変
更

氏
名
又
は
名
称

事
務
所
の
名
称

変
更
前
の
事
務
所
の
所

在
地

変
更
後
の
事
務
所
の
所

在
地

変
更
年
月
日

社
団
法
人
日
本
ボ
イ

ラ
協
会

宮
崎
検
査
事
務

所

宮
崎
県
宮
崎
市
老
松
二

丁
目
一
番
十
三
号

宮
崎
県
宮
崎
市
広
島
二

丁
目
十
番
十
六
号

平
成
二
十
二
年

八
月
七
日

６

労
働
安
全
衛
生
法
第
四
十
一
条
第
二
項
の
ク
レ
ー
ン
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
、
デ
リ
ッ
ク
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
及
び
ゴ

ン
ド
ラ
に
係
る
登
録
性
能
検
査
機
関
の
事
務
所
の
所
在
地
の
変
更

氏
名
又
は
名
称

事
務
所
の
名
称

変
更
前
の
事
務
所
の
所

在
地

変
更
後
の
事
務
所
の
所

在
地

変
更
年
月
日

社
団
法
人
日
本
ク

レ
ー
ン
協
会

関
東
信
越
地
区

検
査
事
務
所

東
京
都
千
代
田
区
鍛
冶

町
二
丁
目
七
番
十
五
号

東
京
都
江
東
区
新
木
場

一
丁
目
十
一
番
七
号

平
成
二
十
二
年

八
月
九
日

東
京
検
査
事
務

所

東
京
都
千
代
田
区
鍛
冶

町
二
丁
目
七
番
十
五
号

東
京
都
江
東
区
新
木
場

一
丁
目
十
一
番
七
号

７

労
働
安
全
衛
生
法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
第
二
種
圧
力
容
器
、
小
型
ボ
イ
ラ
ー
及
び
小
型
圧
力
容
器
に
係
る
登
録

個
別
検
定
機
関
の
事
務
所
の
所
在
地
の
変
更

氏
名
又
は
名
称

事
務
所
の
名
称

変
更
前
の
事
務
所
の
所

在
地

変
更
後
の
事
務
所
の
所

在
地

変
更
年
月
日

社
団
法
人
日
本
ボ
イ

ラ
協
会

宮
崎
検
査
事
務

所

宮
崎
県
宮
崎
市
老
松
二

丁
目
一
番
十
三
号

宮
崎
県
宮
崎
市
広
島
二

丁
目
十
番
十
六
号

平
成
二
十
二
年

八
月
七
日

８

労
働
安
全
衛
生
法
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
の
ク
レ
ー
ン
又
は
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
過
負
荷
防
止
装
置
に
係
る
登

録
型
式
検
定
機
関
の
事
務
所
の
所
在
地
の
変
更

氏
名
又
は
名
称

事
務
所
の
名
称

変
更
前
の
事
務
所
の
所

在
地

変
更
後
の
事
務
所
の
所

在
地

変
更
年
月
日

社
団
法
人
日
本
ク

レ
ー
ン
協
会

本
部

東
京
都
品
川
区
東
五
反

田
一
丁
目
十
三
番
十
二

号

東
京
都
江
東
区
新
木
場

一
丁
目
十
一
番
七
号

平
成
二
十
二
年

八
月
九
日

平成™™年˜—月˜Ÿ日 月曜日 第œ›˜Ÿ号官 報
〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
六
十
五
号

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
四
十
七
条
の
二
（
同
法
第
五
十
三
条
の
三
、
第
五
十
四

条
及
び
第
五
十
四
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
、
同
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
登
録
製

造
時
等
検
査
機
関
、
同
法
第
四
十
一
条
第
二
項
の
登
録
性
能
検
査
機
関
、
同
法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
登
録
個
別
検
定

機
関
及
び
同
法
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
の
登
録
型
式
検
定
機
関
に
つ
い
て
、
同
法
第
四
十
六
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ

る
事
項
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
百
十
二
条
の
二
第
一
項
第
三
号
並
び
に
労
働
安

全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
四
十
四
号
）

第
一
条
の
十
一
（
同
令
第
十
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
九
条
の
二
及
び
第
十
九
条
の
十
二
の

規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

細
川

律
夫

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
二
百
二
十
六
号

液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に

関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
聴
聞
に
関
し
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
十
八
日

経
済
産
業
大
臣

大
畠

章
宏

一

聴
聞
の
期
日

平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
日
（
火
）

十
三
時
三
十
分

二

聴
聞
の
場
所

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
一
丁
目
三

番
一
号

経
済
産
業
省

別
館
五
階
五
二
六
共
用
会
議

室
三

事
案
の
内
容

ツ
バ
メ
産
業
株
式
会
社
に
対
す
る
液

化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関

す
る
法
律
第
二
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
に
つ
い

て
四

連
絡
先

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
一
丁
目
三
番
一

号

経
済
産
業
省
原
子
力
安
全
・
保
安
院
液
化
石
油
ガ

ス
保
安
課

電
話
番
号

〇
三
（
三
五
〇
一
）
一
五
一

一
（
代
表
）

五

備
考

本
聴
聞
は
、
公
開
に
よ
り
行
わ
れ
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
七
十
六
号

土
地
区
画
整
理
法（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）

第
七
十
一
条
の
三
第
十
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
独
立
行
政

法
人
都
市
再
生
機
構
が
施
行
す
る
土
地
区
画
整
理
事
業
の

施
行
規
程
及
び
事
業
計
画
の
変
更
の
認
可
を
し
た
の
で
、

第
七
十
一
条
の
三
第
十
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第

十
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

馬
淵

澄
夫

一

施
行
者
の
名
称

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

二

事
業
施
行
期
間

平
成
二
十
二
年
十
月
十
八
日
か
ら

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

施
行
地
区

静
岡
県
沼
津
市
高
島
町
、
庄
栄
町
、
杉

崎
町
、
米
山
町
、
大
手
町
一
丁
目
、
大
字
三
枚
橋
の
各

一
部

四

土
地
区
画
整
理
事
業
の
名
称

東
駿
河
湾
広
域
都
市

計
画
事
業
静
岡
東
部
拠
点
第
一
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
五

事
務
所
の
所
在
地

静
岡
県
沼
津
市
大
手
町
一
丁
目

一
番
三
号

六

施
行
規
程
及
び
事
業
計
画
の
認
可
の
年
月
日

平
成

十
二
年
三
月
十
七
日

七

施
行
規
程
及
び
事
業
計
画
の
変
更
認
可
の
年
月
日

平
成
二
十
二
年
十
月
十
八
日
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